





















　以下の論考は、2015 年 11 月にハーヴァード大学で行われたシンポジウムでの発表を



















冷 戦 終 焉




















たかを考える上で、1970 年代末から 80 年代初めの大平政権における政策研究会に言及
したことも重要である。というのもこの研究会は 70 年代を通じて日本が到達した政治
経済、社会文化の地平を、欧米モデルとは異なるものとして位置づけ、その文明史的意






























































































































































労 働 言 説
　「失われた 20 年」における労働政治のアクティベーションを考える際に、メディアに
よって流布された労働言説の果たした役割は少なくない。とりわけリーマンショック前
後辺りから、労働問題を政治的なメインストリームにする上で、その効果は大きかっ
た。例えば「派遣切り」、「ワーキング・プア」、「ブラック企業」などはその例である。
209
「失われた20年」の労働政治に関する覚書
またこの頃から、小説、マンガ、劇映画、テレビ・ドラマ、アニメ、そしてドキュメン
タリーなどが労働問題に関係した作品を作るようになった。このポピュラー・カル
チャーの影響は、若者を中心に、無視できない大きさになっている。
欧米との比較
　最後の検討課題として、「失われた 20 年」の労働政治と欧米の同時期のそれの比較が
ある。欧州の場合、この時期はそれこそ「アクティベーション」をキーワードにした福
祉国家改革、あるいはポスト福祉国家の時代であった。これはある程度米国についても
いえることであろう。そしてそれは形をかえて日本の状況にもあてはまろう。その意味
で、例えば「第三の道」と呼ばれた福祉国家改革の戦略について、これら三地域の比較
を試みてもよかろう。いずれにせよ「失われた 20 年」をめぐる労働政治の論点は多岐
にわたり、その再検討はこれまでの労働政治研究の見直しにつながろう。
